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三
芳
合
金
工
業
と
そ
の
関

連
会
社
の
大
和
合
金
で
は
、

毎
年
、
社
員
旅
行
を
実
施
し

て
い
る
。
今
年
の
３
月
に
は

１
４
５
人
規
模
で
北
海
道
の

知
床
半
島
を
訪
問
。
「
遊
覧

船
で
流
氷
の

中
、
国
後
島

の
島
影
な
ど

も
見
学
」
し

た

写

真

。
毎

年
、
そ
の
年

の
話
題
や
大

き
な
出
来
事

に
関
連
し
た

訪
問
先
を
設

定
し
て
お

り
、
昨
年
は

福
島
県
陸
前
高
田
市
付
近
を

が
れ
き
拾
い
な
ど
で
訪
問
し

て
い
る
。

　
同
旅
行
経
費
は
会
社
持

ち
。
ま
た
、
社
員
だ
け
で
な

く
そ
の
家
族
や
、
独
身
者
の

場
合
は
恋
人
同
伴
も
Ｏ
Ｋ

だ
。
「
こ
う
し
た
機
会
に
、

家
族
や
社
内
で
の
絆
を
深
め

ら
れ
た
ら
」
と
の
思
い
が
あ

る
。

　
主
力
の
銅
合
金
製
品
で

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
航
空
機
部

品
大
手
メ
シ
ア
・
ブ
ガ
ッ
テ

ィ
社
か
ら
銅
合
金
製
品
に
関

す
る
品
質
認
可
を
受
け
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
欧
州
向
け
に

航
空
機
の
足
回
り
用
軸
受
部

品
を
初
受
注
し
た
。

　
エ
ム
エ
フ
ケ
イ
は
、
蓚
酸

ア
ル
マ
イ
ト
、
硬
質
ア
ル
マ

イ
ト
を
始
め
、
ア
ノ
ダ
イ

ズ
、
電
解
研
磨
、
化
学
研

磨
、
精
密
洗
浄
な
ど
の
表
面

処
理
お
よ
び
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ

ー
ト
を
手
が
け
る
。
中
で
も

独
自
の
「
Ｍ
Ｆ
コ
ー
ト
」
は

―

の
厚
さ
で
ス
テ

ン
レ
ス
並
の
高
耐
食
性
を
実

現
す
る
優
れ
た
ア
ル

マ
イ
ト
被
膜
だ
。
半

導
体
製
造
装
置
や
油

圧
・
空
圧
シ
リ
ン
ダ

ー
向
け
な
ど
、
高
耐

食
性
や
耐
摩
耗
性
が

要
求
さ
れ
る
分
野
に

数
多
く
用
い
ら
れ
て

い
る
。

　
表
面
処
理
な
ど
の

問
い
合
わ
せ
に
対
し

て
即
応
体
制
を
心
が

け
る
。
そ
の
た
め
、

　
メ
ッ
キ
、
塗
装
、
フ
ッ
素

樹
脂
コ
ー
ト
に
至
る
ま
で
あ

ら
ゆ
る
表
面
処
理
を
、
任
意

の
仲
間
内
企
業
で
こ
な
せ
る

体
制
を
取
っ
て
い
る
。
従
業

員
に
対
し
て
も
、
「
厚
い
も

の
だ
と
０
・

以
上
あ

る
ア
ル
マ
イ
ト
被
膜
に
よ
り

変
わ
っ
て
く
る
完
成
品
の
設

計
公
差
な
ど
の
判
断
が
す
ぐ

で
き
る
よ
う
に
指
導
」
す

る
。

　

年
に
新
設
し
た
現
在
の

本
社
工
場

写
真

は
、
上

水
道
の
使
用
量
を
極
力
抑
え

る
な
ど
最
先
端
の
工
夫
を
凝

ら
し
た
環
境
配
慮
型
工
場
。

こ
こ
を
本
拠
に
、
新
分
野
の

研
究
に
注
力
し
て
お
り
、
ア

ル
マ
イ
ト
表
面
処
理
で
表
面

に
生
ず
る
ナ
ノ

径
の
ハ
ニ

カ
ム
構
造
の
有
効
利
用
や
、

８
０
０
Ｈ
Ｖ
硬
度
の
Ｍ
Ｆ
コ

ー
ト
開
発
な
ど
に
挑
む
。

　
Ｅ
＆
Ｍ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
は
、
部
品
の
粉
末
焼
結
工

程
で
用
い
ら
れ
た
決
着
材
料

バ
イ
ン
ダ
ー

除
去
に
用

い
る
脱
脂
炉
の
専
業
メ
ー
カ

ー
。
排
煙
に
対
す
る
優
れ
た

脱
臭
機
構
に
大
き
な
特
徴
が

あ
る
。
同
脱
臭
機
構
の
み
を

独
立
さ
せ
客
先
既
設
炉
に
も

対
応
で
き
る
「
排
気
燃
焼
炉

写
真
」
装
置
と
し
て
の
販

売
も
行
う
。

　
最
近
は
特
に
「
工
場
に
対

す
る
居
住
区
の
接
近
な
ど
に

苦
慮
す
る
金
属
や
セ
ラ
ミ
ッ

ク
ス
部
品
メ
ー
カ
ー
か
ら
の

取
り
付
け
依
頼
が
増
え
て
い

る
」
と
い
う
。

　
排
気
燃
焼
炉
は
、
排
気
口

が
合
え
ば
、
ど
の
メ
ー
カ
ー

の
脱
脂
炉
に
も
接
続
が
可

能
。
１
台
で
脱
脂
炉
２
台
分

迄
の
排
気
を
処
理
で
き
る
。

天
井
の
高
い
工
場
で
は
工
場

内
に
そ
の
ま
ま
排
気
で
き
る

た
め
装
置
か
ら
の
ダ
ク
ト
設

備
が
不
要
。
大
幅
な
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
る
。

　
脱
脂
炉
内
か
ら
の
煙
を
、

長
さ
５

長
の
ラ
ビ
リ
ン
ス

状
燃
焼
管
に
通
し
焼
却
す
る

仕
組
み
。
徹
底
焼
却
に
よ
り

ほ
と
ん
ど
の
悪
臭
お
よ
び
有

害
物
を
除
去
で
き
る
。
排
煙

温
度
を
調
節
可
能
な
「
排
気

温
度
調
節

器
」
を
装

備
。
８
０

０
度
Ｃ
程

度
の
排
気

を
最
大
で

度
Ｃ
ま

で
下
げ
ら

れ
る
。

　
チ
ャ
レ
ン
ヂ
は
三
菱
レ
イ

ヨ
ン
と
共
同
開
発
し
た
炭
素

繊
維
複
合
材

Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ

の
熱
間
プ
レ
ス
成
形
法
「
Ｐ

Ｃ
Ｍ
工
法

写
真
」
の
生
産

体
制
を
拡
充
す
る
。
数
カ
月

以
内
を
め
ど
に
近
隣
に
新
設

さ
れ
る
工
場
棟
を
期
間
限
定

で
賃
借
。
こ
こ
に
、
現
本
社

工
場
か
ら
２
台
の
オ
ー
ト
ク

レ
ー
ブ
を
移
設
す
る
ほ
か
新

た
に
同
一
台
を
購
入
し
、
Ｐ

Ｃ
Ｍ
工
法
以
外
の
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ

部
品
製
造
を
移
管
す
る
。
本

社
工
場
で
は
Ｐ
Ｃ
Ｍ
工
法
に

よ
り
一
部
の
自
動
車
部
品
量

産
を
手
が
け
る
ほ
か
、
Ｐ
Ｃ

Ｍ
工
法
向
け
新
材
料
の
開
発

な
ど
の
研
究
業
務
に
特
化
し

て
い
く
。

　
さ
ら
に
同
社
で
は
、
２
０

１
７
年
ま
で
に
１
万
６
０
０

０
平
方

敷
地
規
模
の
工
場

新
設
を
計
画
中
。
同
新
工
場

で
は
１
０
０
０

超
級
油
圧

プ
レ
ス
複
数
台
を
新
規
導
入

す
る
な
ど
し
、
自
動
車
ほ
か

航
空
宇
宙
、
産
業
機
器
用
部

品
な
ど
に
つ
い
て
Ｐ
Ｃ
Ｍ
工

法
に
よ
り
量
産
を
図
る
。

　
Ｐ
Ｃ
Ｍ
工
法
は
、
仮
成
形

し
た
熱
硬
化
の
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
を

金
型
内
で
熱
し
な
が
ら
プ
レ

ス
成
形
す
る
工
法
。
５
分
程

度
で
成
形
で
き
る
た
め
、
従

来
の
同
６
時
間
程
度
か
か
る

オ
ー
ト
ク
レ
ー
ブ
式
に
比
べ

圧
倒
的
に
成
形
時
間
を
短

縮
。
完
成
品

の
強
度
な
ど

も
オ
ー
ト
ク

レ
ー
ブ
式
と

同
等
。

　
こ
こ
数

年
、
国
内
外

複
数
の
自
動

車
メ
ー
カ
ー

が
同
工
法
を

取
り
入
れ
て

い
る
。

　
新
電
元
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

は
、
新
設
の
茜
台
工
場

写

真

を
全
面
稼
働
し
た
。
建

機
や
産
業
機
械
向
け
な
ど
に

油
圧
ソ
レ
ノ
イ
ド
の
量
産
を

本
格
化
す
る
。
７
月
か
ら

は
、
ソ
レ
ノ
イ
ド
を
組
み
込

ん
だ
油
圧
バ
ル
ブ
ユ
ニ
ッ
ト

の
生
産
に
も
着
手
す
る
。

　
新
設
の
茜
台
工
場
は
、
組

立
棟
と
加
工
棟
の
全
２
棟
で

構
成
さ
れ
延
べ
床
面
積
は
約

３
３
０
０
平
方

。
２
階
建

て
と
な
る
組
立
棟
１
階
の
工

場
フ
ロ
ア
に
設
置
す
る
組
み

立
て
ラ
イ
ン
の
大
半
は
既
存

工
場
か
ら
移
設
。
７
月
よ
り

始
め
る
油
圧
バ
ル
ブ
ユ
ニ
ッ

ト
の
生
産
で
は
、
当
面
は
複

数
機
種
混
載
の
１
ラ
イ
ン
体

制
で
行
う
計
画
。
同
２
階
工

場
フ
ロ
ア
は
当
面
空
き
ス
ペ

ー
ス
と
し
て
、
「
今
後
の
生

産
拡
大
に
応
じ
て
追
加
投
資

を
進
め
る
」
考
え
だ
。
別
棟

の
加
工
棟
へ
は
既
存
工
場
か

ら
加
工
機
を
移
設

し
た
。
今
後
は
、

部
品
な
ど
内
製
化

を
進
め
る
た
め
、

新
た
に
コ
イ
ル
巻

き
線
機
、
溶
接

機
、
数
値
制
御

Ｎ
Ｃ

旋
盤
な

ど
の
新
規
導
入
を

図
る
。
従
業
員
規

模
は

人
で
、
年

内
に

人
体
制
と

な
る
見
込
み
。

　
武
州
ガ
ス
は
４
月
、
環
境

エ
ネ
ル
ギ
ー
部
内
に
新
た
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
グ
ル

ー
プ
を
新
設
。
ガ
ス
コ
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
設
備

写

真

や
ガ
ス
空
調
機
器
の
リ

ー
ス
事
業
に
乗
り
出
し
た
。

東
日
本
大
震
災
発
生
後
に
、

工
場
や
病
院
事
業
主
な
ど
か

ら
「
停
電
時
に
も
、
設
備
を

止
め
ず
に
済
む
備
え
が
欲
し

い
」
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が

増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
対
応

す
る
一
連
の
動
き
。
事
業
開

始
か
ら
当
面
は
、
主
に
市
場

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
考

え
だ
。

　
こ
れ
ま
で
、
ガ
ス
コ
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
設
備
の
販
売

は
営
業
部
門
で
行
っ
て
お

り
、
既
に
工
場
や
店
舗
向
け

な
ど
に
累
計
で

台

５
月

末

の
納
入
実
績
を
持
つ

が
、
「
初
期
コ
ス
ト
が
大
き

く
、
導
入
で
き
る
企
業
が
限

ら
れ
て
い
た
」
と
い
う
。
リ

ー
ス
方
式
に
よ
り
、
導
入
初

期
コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ
と

で
、
ガ
ス
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
の
さ
ら
な
る
普
及

を
目
指
す
考
え
。

　
同
社
は
こ
の
ほ
ど
、
ガ
ス

供
給
に
関
す
る
顧
客
件
数
が

万
件
を
突

破
し
た
。
埼

玉
県
西
部
地

区
に
拠
点
を

置
く
随
一
の

都
市
ガ
ス
供

給
会
社
と
し

て
、
さ
ら
な

る
顧
客
満
足

度
向
上
を
目

指
す
。

　
高
松
電
鍍
工
業
は
、
創
業

か
ら
お
よ
そ

年
の
間
、
表

面
処
理
一
筋
に
歩
ん
で
来

た
。
主
に
電
気
や
精
密
機

器
、
文
具
向
け
な
ど
の
メ
ッ

キ
処
理
を
手
が
け
て
お
り
、

試
作
品
、
量
産
品
の
ど
ち
ら

に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
生

産
体
制
を
有
す
る
。

　
「
人
に
も
環
境
に
も
優
し

い
企
業
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
、
平
成
６
年
に
は
埼
玉

県
か
ら
「
彩
の
国
工
場
」
の

指
定
を
受
け
た
。

　
埼
玉
西
部
地
区
で
は
最
大

級
の
メ
ッ
キ
処
理
工
場
で
も

あ
る
。

　
こ
の
と
こ

ろ
は
、

―

台
の
若
手

人
材
育
成
に

注
力
。
３
年

連
続
で
年
間

ひ
と
り
ず

つ
、
都
内
の

メ
ッ
キ
専
門

職
業
訓
練
校

を
卒
業
さ
せ
た
。
「
メ
ッ
キ

装
置
の
不
具
合
ま
で
直
せ
る

よ
う
な

代
の
ベ
テ
ラ
ン
社

員
が
今
後
数
年
で
定
年
を
迎

え
る
。
そ
の
下
の
中
堅
ど
こ

ろ
が
手
薄
な
た
め
若
手
育
成

が
急
務
」
だ
。

　
２
０
１
３
年
末
に
は
「
埼

玉
県
め
っ
き
技
術
競
技
会
」

に
初
参
加
で
３
部
門
に
エ
ン

ト
リ
ー
し
、
２
部
門
受
賞
の

好
成
績
を
納
め
た
。

　
特
に
、
同
社
が
主
力
と
す

る
装
飾
用
ク
ロ
ム
め
っ
き
の

部
門
で
は
知
事
賞
と
い
う
最

高
の
栄
誉
を
獲
得
し
て
い

る
。


